
『
麗
気
記
』
は
両
部
神
道
の
代
表
的
な
害
と
さ
れ
て
い
る
が
、
中

世
前
期
に
成
立
し
た
他
の
神
祇
書
と
同
様
、
そ
の
成
立
は
明
ら
か
で

な
い
。
書
誌
的
に
は
、
尊
経
閣
本
釜
沢
文
庫
旧
蔵
）
に
劔
阿
（
一
二

六
一
’
一
三
三
八
）
の
種
字
が
あ
る
こ
と
、
度
会
家
行
（
一
二
五
六
Ｉ
？
）

が
元
応
二
年
（
一
三
二
○
）
に
撰
録
し
た
『
類
聚
神
祇
本
源
』
に
引

用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
確
実
で
、
鎌
倉
時
代
末
に
成
立
・
流
布

し
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
て
も
、
そ
れ
以
上
に
遡
っ
て
は
考
察
で
き

な
い
。
そ
こ
で
、
「
麗
気
記
』
の
内
容
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

『
麗
気
記
』
が
形
成
さ
れ
て
い
く
様
相
を
復
元
し
て
み
た
い
と
思
う
。

［
平
成
十
二
年
度
大
会
パ
ネ
ル
セ
ッ
シ
ョ
ン
］
特
別
掲
載
・
『
麗
気
記
』
に
み
る
中
世

は
じ
め
に

「
麗
気
記
』
世
界
の
生
成
ｌ
そ
の
構
造
を
読
み
解
く
Ｉ

『
麗
気
記
』
諸
本
は
、
そ
の
構
成
（
巻
の
順
番
）
に
よ
り
Ａ
・
Ｂ
．

Ｃ
の
三
系
統
に
分
類
で
き
る
。
Ａ
系
本
は
全
十
八
巻
に
つ
い
て
順
番

が
定
か
で
な
い
も
の
、
Ｂ
系
本
は
全
十
八
巻
の
構
成
が
「
二
所
大
神

宮
麗
気
記
」
の
巻
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
、
Ｃ
系
本
は
「
天
地
麗
気
記
」

の
巻
か
ら
は
じ
ま
る
も
の
で
あ
る
。
Ｃ
系
本
は
版
本
に
採
用
さ
れ
る

な
ど
近
世
で
一
般
的
に
な
り
、
『
麗
気
記
』
全
体
が
『
天
地
麗
気
記
』

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
も
な
る
の
で
、
あ
る
意
味
で
『
麗
気
記
』
の
完

成
し
た
姿
と
い
え
る
。
し
か
し
、
良
遍
の
『
麗
気
聞
書
』
な
ど
中
世

の
註
釈
書
は
Ｂ
系
本
の
順
番
で
書
か
れ
て
お
り
、
中
世
に
は
こ
の
形

一
、
『
麗
気
記
』
の
構
成
と
言
説
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で
定
着
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
唯
一
確
実
に
鎌
倉
時
代

の
写
本
と
認
め
ら
れ
る
尊
経
閣
本
が
Ａ
系
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

『
麗
気
記
』
の
巻
順
は
当
初
、
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。『

麗
気
記
』
は
一
般
に
、
伊
勢
神
宮
を
密
教
的
に
説
明
し
た
両
部

神
道
の
害
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
内
・
外
宮
を
曼
陀
羅

の
胎
蔵
・
金
剛
両
界
に
対
応
さ
せ
る
と
い
う
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
が

全
体
を
通
じ
て
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
、

各
巻
の
内
容
を
比
較
検
討
す
る
と
、
両
部
の
大
日
如
来
が
豊
受
皇
大

神
宮
の
内
部
に
並
ん
で
鎮
座
し
て
い
る
と
あ
っ
た
り
、
イ
ザ
ナ
ギ
・

イ
ザ
ナ
ミ
が
金
剛
・
胎
蔵
両
界
に
振
り
分
け
ら
れ
る
な
ど
、
言
説
の

不
統
一
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
『
麗
気
記
』
各
巻
の
独
自
性
が

強
く
、
個
別
に
形
成
さ
れ
た
複
数
の
巻
を
集
成
し
た
書
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
『
麗
気
記
』
は
最
初
か
ら
十
八

巻
が
一
括
し
て
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
別
々
に
成
立
し
て
い
た

巻
が
あ
る
時
期
に
集
成
さ
れ
、
そ
れ
故
に
巻
順
も
定
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。

最
近
の
研
究
で
は
、
「
天
札
巻
」
と
呼
ば
れ
る
「
三
界
表
麗
気
記
」

が
重
視
さ
れ
、
麗
気
灌
頂
な
ど
の
よ
う
な
礼
儀
で
『
麗
気
記
』
が
伝

授
さ
れ
る
際
に
、
こ
の
巻
が
中
核
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
『
麗
気
記
』
成
立
当
初
か
ら
そ
の
よ
う
に
扱

わ
れ
て
い
た
と
は
考
え
難
い
。

次
に
、
「
麗
気
記
』
の
構
造
を
探
る
た
め
に
、
Ｂ
系
本
と
Ｃ
系
本

の
巻
順
の
違
い
を
見
て
み
た
い
。

⑮
Ｉ
⑱
神
体
図

⑦
心
柱
麗
気
記

⑧
神
梵
語
麗
気
記

⑨
万
鏡
本
縁
神
霊
瑞
器
記

⑩
神
号
麗
気
記

⑪
神
形
注
麗
気
記

⑫
三
界
表
麗
気
記

⑬
現
図
麗
気
記

⑭
仏
法
神
道
麗
気
記

Ｂ
系
本
と
Ｃ
系
本
の
巻
順
は
、
⑬
以
降
が
同
じ
で
あ
る
だ
け
で
、

国
回
附
囹
の
構
成
（
順
序
）

①
二
所
大
神
宮
麗
気
記

②
神
天
上
地
下
次
第

③
降
臨
次
第
麗
気
記

④
天
地
麗
気
記

⑤
天
照
皇
大
神
宮
鎮
座
次
第

⑥
豐
受
皇
太
神
鎮
座
次
第

⑮
Ｉ
⑱
神
体
図

⑰
神
梵
語
麗
気
記

③
万
鏡
本
縁
神
霊
瑞
器
記

⑨
心
柱
麗
気
記

⑩
神
号
麗
気
記

⑪
三
界
表
麗
気
記

⑫
神
形
注
麗
気
記

⑬
現
図
麗
気
記

⑭
仏
法
神
道
麗
気
記

ｎ
Ｍ
附
幽
の
構
成
（
順
序
）

⑪
天
地
麗
気
記

②
二
所
大
神
宮
麗
気
記

③
天
照
皇
大
神
宮
鎮
座
次
第

④
豐
受
皇
太
神
鎮
座
次
第

⑤
神
天
上
地
下
次
第

⑥
降
臨
次
第
麗
気
記
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他
は
す
べ
て
異
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
順
番
の
異
同
は
、

前
半
の
巻
六
ま
で
（
①
Ｉ
⑥
）
と
後
半
の
巻
七
以
降
（
⑦
Ｉ
⑫
）
の
中

で
の
こ
と
で
あ
り
、
両
方
を
ま
た
が
る
異
同
は
な
い
。
こ
れ
は
、
前

半
の
諸
巻
と
後
半
の
諸
巻
は
峻
別
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

前
半
六
巻
で
は
、
Ｂ
系
本
で
の
②
と
③
（
Ｃ
系
本
で
の
⑤
と
⑥
）
、

Ｂ
系
本
の
⑤
と
⑥
（
Ｃ
系
本
の
③
と
④
）
が
そ
れ
ぞ
れ
対
に
な
り
、
内

宮
と
外
宮
を
対
比
す
る
形
式
を
採
っ
て
い
る
。
特
に
②
「
神
天
上
地

下
次
第
」
は
、
外
題
・
尾
題
を
③
と
同
じ
「
降
臨
次
第
麗
気
記
」
と

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
②
が
神
代
か
ら
垂
仁
天
皇
ま
で
の
系
譜
の
中

に
内
宮
に
関
す
る
歴
史
記
述
を
折
り
込
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
③
は

外
宮
の
鎮
座
の
歴
史
を
述
べ
る
中
に
垂
仁
天
皇
か
ら
雄
略
天
皇
ま
で

の
系
譜
を
載
せ
て
お
り
、
両
巻
は
一
対
の
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
さ

れ
る
。
外
宮
の
鎮
座
に
つ
い
て
は
①
「
二
所
大
神
宮
麗
気
記
」
の
巻

末
に
も
付
記
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
③
「
降
臨
次
第
麗
気

記
」
の
記
述
は
簡
潔
で
あ
り
、
か
つ
異
色
で
あ
る
。
た
だ
、
内
宮
の

鎮
座
を
書
い
た
②
「
神
天
上
地
下
次
第
」
は
、
神
道
五
部
書
の
『
倭

姫
命
世
記
』
と
近
似
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
神
統
譜
・
皇
統
譜
を

基
盤
と
し
て
言
説
を
展
開
す
る
形
式
は
、
伊
勢
神
道
に
倣
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
仏
教
説
に
つ
い
て
も
、
両
巻
は
『
摂
真
実
経
』
の
強
い

影
響
の
基
に
書
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
⑤
「
天
照
皇
大
神
宮
鎮
座
次

第
」
と
⑥
「
豐
受
皇
太
神
鎮
座
次
第
」
が
一
対
で
、
そ
れ
ぞ
れ
内
宮
・

外
宮
を
曼
茶
羅
の
胎
蔵
・
金
剛
両
界
に
あ
て
は
め
、
同
じ
構
造
の
も

と
で
そ
れ
ぞ
れ
に
鎮
座
す
る
相
殿
神
や
神
体
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

両
巻
の
項
目
名
の
み
を
見
れ
ば
、
神
道
五
部
害
の
『
天
照
坐
伊
勢
二

所
皇
大
神
宮
御
鎮
座
次
第
記
』
と
近
似
し
て
い
る
。

『
麗
気
記
』
前
半
に
は
、
序
文
的
な
意
味
を
持
つ
①
「
二
所
大
神

宮
麗
気
記
」
（
②
と
、
総
説
的
な
意
味
を
持
つ
④
「
天
地
麗
気
記
」

（
⑪
）
と
が
あ
り
、
こ
の
六
巻
で
一
つ
の
完
結
し
た
世
界
を
形
作
っ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
Ｂ
系
本
の
順
番
で
読
む
な

ら
ば
、
最
初
に
①
「
二
所
大
神
宮
麗
気
記
」
で
種
々
の
秘
説
が
開
示

さ
れ
、
続
く
諸
巻
で
伊
勢
の
内
外
両
宮
に
つ
い
て
の
仏
教
的
な
説
明

が
な
さ
れ
、
最
後
に
再
び
総
括
さ
れ
る
、
と
い
う
構
造
を
持
っ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
前
半
の
言
説
の
形
成
基
盤
に
、
伊
勢
の
神
道

書
と
共
通
す
る
神
統
譜
・
皇
統
譜
・
鎮
座
次
第
な
ど
が
活
用
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
後
半
は
、
伊
勢
神
道
的
な
色
彩
が
薄
れ
、
仏
教
的
色

彩
が
一
層
濃
厚
で
あ
る
。
心
柱
に
つ
い
て
書
か
れ
た
⑦
「
心
柱
麗
気

記
」
（
⑨
）
や
御
神
体
の
鏡
に
関
す
る
⑨
「
万
鏡
本
縁
神
霊
瑞
器
記
」

（
③
）
で
も
、
密
教
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
て
い
る
。
⑧
「
神
梵
語
麗

気
記
」
（
⑦
）
に
あ
る
豊
受
皇
大
神
・
天
照
皇
大
神
の
説
明
も
梵
字

の
知
識
な
し
に
は
理
解
で
き
な
い
。
⑩
「
神
号
麗
気
記
」
（
⑲
）
で

の
神
の
分
類
も
全
く
仏
教
的
で
あ
る
。
ま
た
、
⑪
「
神
形
注
麗
気
記
」

（
⑫
）
、
⑫
「
三
界
表
麗
気
記
」
（
⑪
）
、
⑬
「
現
図
麗
気
記
」
と
、
文

章
の
量
が
少
な
く
、
図
像
と
一
体
性
の
強
い
巻
が
続
く
こ
と
も
大
き
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『
麗
気
記
』
後
半
で
は
内
容
が
仏
教
的
言
説
で
統
一
さ
れ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
項
目
の
立
て
方
も
独
自
で
、
前
半
に
見
ら
れ
た
伊
勢

神
道
と
共
通
す
る
要
素
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
ず
伊
勢

神
宮
に
関
す
る
言
説
を
記
し
た
巻
が
集
成
さ
れ
て
前
半
を
形
成
し
、

そ
の
後
で
、
密
教
儀
礼
的
な
色
彩
を
濃
く
し
た
後
半
の
巻
が
成
立
・

付
加
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
し
も
『
麗
気
記
』
が
こ
の
よ
う
な
思
想
的
営
為
の
中
で
生
ま
れ

な
特
色
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
梵
字
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

れ
は
、
密
教
で
秘
法
を
師
か
ら
弟
子
へ
伝
授
す
る
際
に
渡
さ
れ
る
「
印

信
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
に
⑫
「
三
界
表
麗
気
記
」

が
「
天
札
巻
」
と
し
て
伝
授
の
場
で
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
た
が
、
⑪
「
現
図
麗
気
記
」
に
は
「
天
札
以
後
可
し
伝
し
之
」
と
あ

り
、
三
種
の
神
器
に
つ
い
て
の
秘
伝
や
絵
図
を
載
せ
た
こ
の
巻
全
体

が
、
「
天
札
」
後
に
伝
授
さ
れ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

『
麗
気
記
』
の
本
文
（
言
説
）
と
し
て
最
後
に
置
か
れ
る
⑭
「
仏
法

神
道
麗
気
記
」
で
は
、
冒
頭
に
仏
語
で
己
の
心
の
神
祇
を
顕
わ
す
と

し
、
法
相
・
三
論
・
天
台
の
理
論
に
つ
い
て
述
べ
、
惣
持
教
（
真
言
）

の
理
論
を
明
か
し
た
上
で
、
内
外
両
宮
・
日
本
大
小
神
祇
を
曼
陀
羅

の
諸
尊
に
た
と
え
て
い
る
。

二
、
『
麗
気
記
』
の
成
立
と
編
者

た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
か
な
り
長
い
時
間
の
中
で
複
数
の
人
物

が
関
わ
り
、
幾
度
か
の
書
き
直
し
や
追
記
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ

っ
て
生
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

従
来
、
『
麗
気
記
』
の
作
者
（
編
者
）
に
つ
い
て
、
伊
勢
の
神
官
と

す
る
見
解
と
、
密
教
に
精
通
し
た
仏
家
（
僧
侶
）
と
す
る
見
解
と
が

出
さ
れ
て
い
た
。
神
官
に
よ
る
と
い
う
説
の
根
拠
と
し
て
は
、
伊
勢

に
つ
い
て
の
深
い
知
識
が
あ
る
こ
と
と
共
に
、
①
「
二
所
大
神
宮
麗

カ
ン
ナ
カ
ノ
ユ
キ
ヒ
ト
ヲ
ダ
メ
ア
ラ
ハ
ニ
ア
ラ
ハ
ス
ヤ
ヤ

気
記
」
の
最
後
に
「
髪
長
行
者
ガ
為
二
、
上
々
コ
ト
ハ
耶
々

ナ
レ
ヤ

也
。
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
僧
侶
に
は
教
え
て
は
な
ら
な
い
、
と
解
釈
で

き
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
『
麗
気
記
』
に
は
神
官

に
と
っ
て
最
も
必
要
と
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
儀
式
・
作
法
・
禁
忌
（
横

や
服
喪
に
関
す
る
規
定
）
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
な
い
。
そ

れ
に
対
し
、
随
所
に
仏
典
が
引
用
さ
れ
、
梵
字
が
書
か
れ
る
な
ど
、

全
体
が
仏
教
の
言
説
・
思
想
で
覆
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
伊

勢
に
つ
い
て
の
深
い
知
識
は
『
麗
気
記
』
と
し
て
成
立
す
る
以
前
の

段
階
に
あ
っ
た
も
の
で
、
そ
こ
に
仏
家
が
言
説
を
加
え
て
い
っ
た
と

考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。
「
髪
長
行
者
」
の
一
文
に
つ
い
て
も
、

秘
説
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
妄
り
に
広
め
る
こ
と
を
諫
め
る
詞
と

し
て
捉
え
ら
れ
る
。

『
麗
気
記
』
は
密
教
的
な
言
説
に
支
配
さ
れ
、
密
教
的
な
儀
礼
に

よ
っ
て
伝
授
さ
れ
て
い
た
。
よ
っ
て
、
真
言
（
密
教
）
に
明
る
い
人

物
が
そ
の
成
立
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
た
だ
、
伊
勢
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の
神
道
書
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
『
麗
気
記
』
前
半
に
つ
い
て
は
、

「
二
所
大
神
宮
麗
気
記
」
の
最
後
に
「
内
ヲ
存
す
る
の
人
ハ
、
観
想

カ
ク

を
蔵
せ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
神
祇
に
関
心
を
持
つ
僧
侶
が
、
遠
方

か
ら
伊
勢
神
宮
を
観
想
す
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
諸
巻
を
集
め
、
ま
た

観
想
を
し
て
い
く
中
で
注
記
を
加
え
て
い
っ
た
こ
と
に
よ
り
成
立
し

た
と
想
像
さ
れ
る
。
観
想
と
は
、
一
つ
の
対
象
に
心
を
集
中
さ
せ
て

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
修
行
と
し
て
定
着
し
、
密
教

儀
礼
化
し
て
い
く
段
階
で
、
『
麗
気
記
』
後
半
の
諸
巻
が
加
え
ら
れ
、

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
作
者
（
編
者
）

を
絞
り
込
む
と
す
れ
ば
、
や
は
り
①
「
二
所
大
神
宮
麗
気
記
」
冒
頭

に
役
行
者
の
説
が
あ
り
、
随
所
に
『
葛
城
宝
山
記
』
が
引
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
葛
城
山
、
な
い
し
は
そ
の
流
れ
を
受
け
た
修
験
の

僧
侶
が
想
定
さ
れ
る
。
⑩
「
神
号
麗
気
記
」
の
「
大
日
本
国
地
霊
神
」

と
い
う
項
目
に
「
金
剛
山
」
「
鳴
武
大
明
神
」
「
熊
野
」
し
か
挙
げ
ら

と
い
う
項
目
に
「
金
剛
山
」
「
鳴
武
大
明
神
」

現
段
階
で
「
麗
気
記
』
の
作
者
（
編
者
）
は
特
定
で
き
な
い
。
け

れ
ど
も
、
修
験
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
で
、
本
書
が
各
地
へ
伝
播

さ
れ
て
い
っ
た
理
由
も
あ
る
程
度
説
明
が
可
能
に
な
る
。

『
麗
気
記
』
が
伊
勢
を
観
想
す
る
僧
侶
の
営
み
の
中
で
「
生
成
」

れ
て
い
な
い
こ
と
も
傍
証
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

さ
れ
た
書
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
明
確
な
思
想
的
営
為

の
も
と
に
個
人
が
書
い
た
所
謂
「
思
想
害
」
と
同
列
に
扱
う
べ
き
で

は
な
い
。
時
間
を
か
け
て
変
質
し
て
い
く
言
説
を
ど
う
捉
え
、
理
解

す
る
か
。
こ
れ
が
今
後
の
神
道
思
想
研
究
に
と
っ
て
一
つ
の
鍵
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
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